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Ⅰ．公開講座の趣旨
　千葉大学看護学部による社会貢献の一環として，
本年度は『「健やかに老いる」ための基礎知識−ロ
コモ・フレイル・サルコぺニア−』をテーマに平
成30年10月６日（土），千葉大学看護学部講義・実
習室において公開講座を実施した．超高齢化社会
を迎えた現在，加齢に伴う症候群である「サルコ
ぺニア」（Sarcopenia）と「フレイル」（Frailty；
虚弱，脆弱性）への関心が高まっている．健康寿
命を長くするために注意すべき事柄について，基
礎的な知識の視点から，老人看護学専門領域の石
橋みゆき准教授は「健やかに老いるために知って
おきたいロコモ・フレイル・サルコぺニア」，また，
予防の視点から看護病態学専門領域の岡田忍教授
は「口から防ごう！　ロコモ・フレイル・サルコ
ぺニア」をテーマに講義・演習を行った．
　石橋准教授の講義では，運動器（身体運動に関
わる骨，筋肉，関節，神経などの総称）の障害に
よる移動機能の低下「ロコモティブシンドロー
ム」に加え，関連するフレイル（脆弱化）やサル
コぺニア（筋肉量の低下と筋力または身体能力の
低下）の概念について説明された．さらに，それ
らを予防するためのロコモ体操の紹介と実践が行
われた．
　岡田教授の講義では，歳をとっても自分の脚で
歩くためには，歩行に必要な筋肉量を保つことが
重要であり，そのためにはしっかり栄養，特に蛋
白質を摂取することが重要であることや，加齢に
よって生ずる口腔の変化の特徴を知り，その中で
できるだけ口腔機能を維持するための方法（口・
頬の運動，お口のラジオ体操，唾液腺マッサー
ジ）について説明された．
Ⅱ．アンケート結果の分析
　講義終了後，参加者に行ったアンケートでは，
参加者45名のうち44名からの回答が得られた（回
収率97.8％）．参加者の年代は60代が11名と最も
多く，次いで70代が10名，80代が９名の順であっ
た．住まいは千葉市内が29名，千葉県内が13名，
県外は１名で，埼玉県からの参加者であった．
　公開講座の情報源について尋ねたところ，「公
開講座のチラシ」が24名（47.1％），その他が12
名（23.5％），「千葉大学ホームページ」が４名
（7.8％）などであった（複数回答）．その他の内
訳として，町内会回覧板，看護学部内掲示板，京
成バス内のチラシ，高校の先生などであった．受
講の決め手は，「テーマ」が38名（43.2％）と最
も多く，次に「場所」と「料金が無料」がそれぞ
れ15 名（17.0 ％），「 開 催 日・ 時 間 帯 」 が14 名
（15.9％）であった（複数回答）．
　講義内容についての満足度（４段階評価）では，
無回答者が９名いたが，「満足」30名（85.7％）・
「まあ満足」５名（14.3％）で，ほとんどの方々
に満足いただけた．さらに，６つの項目について
の感想（４段階評価）では，「講義はわかりやす
かった」が40名（90.9％），「内容について，興味
や関心をもつことができた」，「公開講座の日程，
時 間 帯 は 適 切 で あ っ た 」 が そ れ ぞ れ39 名
（88.6％），「会場の設備や環境はよく整備されて
いた」が37名であった（84.1％）．
Ⅲ．終わりに
　今年度の公開講座は，超高齢化社会を迎えた現
在，健康寿命を長くするために，どのようなこと
に注意して生活していくかをテーマに，健康に関
心のある一般市民を対象に企画された．今年度は，
公開講座実施の案内を学部・研究科WEBサイト
だけではなく，本学WEBサイト，近隣自治会や
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公的機関等への資料送付や訪問による紹介，プレ
スリリース，SNSの使用等幅広く広報活動を実施
したことにより45名の参加者が得られた．次年度
以降も継続して同じ配布先に案内を配布すること
で，看護学部が年１回，公開講座を実施している
ことを周知する必要があると思われる．また，今
年度の参加者は，特に60代～80代以上で約70％を
占めたのが特徴的であった．自由記載には，「ロ
コモ，フレイル，サルコぺニアの違いがよく理解
できました．フレイルにならないように努力して
いこうと思いました．」「大変参考になりました．
このような講座を定期的に開いて頂けたらありが
たいです．」「難しい用語もわかりやすく丁寧に教
えてくださり，とても楽しい講義でした．高齢者
の方が積極的に寿命を延ばそうとしていることを
知り，自分でも何かできることはないか考えてみ
たいと思います．」という講義内容に関する意見
や，「待っている時間から職員の皆様の対応が素
晴らしく，来てよかったなと思いました．」とい
う意見などもあり，好評の得られた公開講座で
あった．また，今後希望するテーマとして，「更
年期の過ごし方」，「高齢者看護の留意点」などが
挙げられた．今後も一般市民を対象に公開講座を
開催することで，看護学部をアピールできるので
はないかと思われる．今後はこれらの意見につい
て検討し，さらに参加者を増やしていくための工
夫を考えていきたい．
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